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1.  安藝  國宏  氏  

 

【提案】 

・砂抄工法 

・陸繋島・流木工法 
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2.  鬼束  功次郎  氏  

 

【提案】 

・サンドパックによるリーフ工法とサンドバイパス 
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3.  川添  裕一郎  氏、栗原  光二  氏、西村  和子  氏  (ﾌｫﾚｽﾄﾍﾞﾝﾁ協会 ) 

 

【提案】 

・階段式漂砂沈降促進工法 

・階段式透水緑化法面工法 
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4.  飛松  國輝  氏  

 

【提案】 

・藻場礁築磯消波工 

・藻場礁＋藻場礁人工リーフ 
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5.  山田  雅弘  氏  

 

【提案】 

・干拓工法 

・連続壁工法 

・石崎川河口改修＋防潮樋門(地球温暖化海面上昇対策工法) 
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6.  林  裕美子  氏  

 

【提案】 

・一ツ瀬川導流堤改良 

・一ツ瀬川 サンドバイパス【海底ブルドーザー】 

・セットバック 
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【一ツ瀬川導流堤付近の砂の堆積と侵食についての意見】 

                           林裕美子（2010 年 7 月 26 日） 

 

一ツ瀬川河口には導流堤があり、南向きの潮の流れが卓越するために、導流堤の北側に

砂がたまり（富田浜）、南側は侵食が進みます（二ツ立・大炊田）。また、検討委員会を

傍聴して、この導流堤の北東方向（富田浜の沖）の海底に砂の山が出来ていることも知り

ました。南向きの潮の流れが導流堤に当たって渦を巻き（北側へ U ターンし）、流速が落

ちて沖の海底に砂がたまるのかなと思いました。 

 

米国の東海岸では、バリアアイランドに開いた切れ目を維持するために（船が航行でき

るように）導流堤が築かれ、潮の流れの下流側で砂浜が侵食される事例がたくさんありま

す（『Against the Tide』（Cornelia Dean 著、Columbia University Press、1999 年刊、

第 4 章）。一ツ瀬川河口の航空写真とそっくりの事態です。アメリカでもお金をかけて色々

対策が施されているようです。うまくいった事例としては、導流堤の間の水をくみ上げて

砂がたまるほうの浜へ戻し、砂と混ぜてからパイプで侵食が進む側へ持っていって浜にま

くということもされているようです。侵食が進む側では、それでも砂が足りなくて養浜と

組み合わせているようですが、砂を取るほうの浜の侵食が進むこともないようです（導流

堤がなければ、自然に導流堤の下流側へ流れていたはずの砂だから）。 

 

それを読んで、一ツ瀬川の導流堤の沖の海底にある砂の山を二ツ立・大炊田へ移せたら、

なんらかの足しになると思いました。アメリカと同じような手法でもよいかもしれません

が、橋を作ってパイプを導流堤の反対側へ持っていかなければならないし（見苦しい）、

砂州の規模がおそらくアメリカよりも小さいはずなので、工学系の先生に海底ブルドー

ザーを開発してもらって海底砂山を切り崩して導流堤の南へ移動させるとか、導流堤を少

し短くして、沖にたまっている砂を自然に南へ流れるようにするというのもよいかもしれ

ません。自然に流れるようにすると、きっと導流堤が埋まるという苦情が出るので、導流

堤付近に南向きの水の流れを起こせる装置（海底の砂を巻き上げられるような扇風機みた

いなもの）を設置するのはどうでしょう？それとも、南側の導流堤を短くして、北側の導

流堤にはすき間をあければ、南向きの潮流が狭いすき間から流れるときに流速が速くなっ

て南側の導流堤の下流まで砂が一気に運ばれるとか．．．．。そのすき間の海底近くに扇

風機をつけて南への潮の流れを加速させるとか．．．．．。専門家の意見を聞いてみたい

です。水の中ではなく砂漠の砂丘（移動する砂の山）ですが、砂が人の住居を埋めないよ

うに、ついたてのようなもので風を制御して成功している例があります（『Sand』、Michael 

Welland 著、University of California Press,2009 年、168 ページ）。宮崎港を作るとき

に膨大な量の砂を掘削して航路を開け、いまだに多額の費用をかけて浚渫していることを

考えれば、できないことではないような気がするのですが。 
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切 り 取 る 部



 45

【セットバックについての意見】 

                           林裕美子（2010 年 7 月 26 日） 

 

「海岸の侵食が進むときに取る対策は三つある。海岸を固めるか（構造物建設）、砂を

補給するか（養浜）、撤退するか（セットバック）である。20 世紀になるまでは、撤退す

る場合がいちばん多かった。現在また、撤退という方針をとるのがよいと考える人が増え

ている。」 

『Against the Tide』（Cornelia Dean 著、Columbia University Press、1999 年刊、185

ページ） 

 

そもそも、海岸沿いには人は住まなかったし、利用もしませんでした。砂浜海岸が形成

される地勢では、広い砂浜が波の脅威から陸地を守り、その背後に広がる海岸林が潮風や

砂の脅威から人の生活を守っていました。ところが高度経済成長期に、人口密度が高い日

本では、生産性の低い海岸地域を開発するのが妥当という考え方が広まり（『日本の海岸

林』若江則忠著、地球出版社 1961 年、序；『生きている渚』荒巻孚著、三省堂 1972 年、

245 ページ）、工業用地や観光施設などの建設が進みました。宮崎には海岸沿いに砂浜が

広がり、幅広い海岸林が広がり、これが南国の宮崎らしさの源であったにもかかわらず、

砂浜には港や空港滑走路が建設され、砂丘や海岸林の中には有料道路やゴルフ場や宿泊施

設が建設されてきました。いずれも、宮崎の地域振興・観光振興というバラ色の未来を想

定したものでした。 

 

しかしその結果、砂浜侵食が進み、海岸林の中の施設を守るための護岸建設が進み、観

光振興はままならず、オーシャンドームは廃墟となり、地域活性化も陰りが見えています。

宮崎が誇りとすべき砂浜という観光資源を失いつつあるのだから、当然の帰結と言えます。

一度立ち止まって、宮崎という地の利を活かすためにはどうしたらよいのかを考えてみた

ほうが良いように思います。構造物を造って砂浜を固めるのが本当に良いのかどうか、砂

が流れ込む構造になっている港を浚渫し続けるのが将来の宮崎のためになるのかどうか。

昔の宮崎の砂浜を知っている地元の人の中には、こうした対策に費用をかけることは海に

お金を捨てているようなものだと考えている人がたくさんいます（みなさん礼儀正しいの

で口に出しては言わない）。 

 

これまでの政策の方向、法律の縛り、前例、利害関係者の数などを考えると、セットバッ

ク（施設の移設や撤去）が難しいというのはよくわかりますが、本当に大切なものを守る

ためには、まずは何かしら可能性をさぐるところから始めてもよいのではないでしょうか。 

 

一ツ葉地域の海岸沿いにある施設は人が住む施設ではないので、有料道路があそこにあ

る是非を問い直すところから始めてもよいかもしれません（有料道路が建設された 1970

年代と比較すると、内陸部には交通量を吸収できる立派な道路が出来ました）。また、二

ツ立には海岸林がほとんどなく、水の浄化施設や居住地に波が迫っているので、ここの施

設の移設から考えていくのでもよいかもしれません（公共施設なら、移転もしやすいはず
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です）。 

 

米国の例になってしまいますが、ノースカロライナ州では、歴史的建造物である灯台を

守るために、灯台をそのまま架台に載せて、波が来ない内陸へ移動させたという有名な事

例があります（『Against the Tide』（Cornelia Dean 著、Columbia University Press、

1999 年刊、179 ページ）。ここまでしなくても良いとは思いますが、せめて海岸地域に新

たに建造物を作れないように、あるいは、耐用年数が過ぎた建物はその場で改築・補修が

できないように法整備をしたり、撤去や移設には補助金を出したり、海岸から一定距離の

土地は固定資産税を高くしたり、いろいろ方法があるように思います。 

 

検討委員会の委員に、法整備に詳しい人（弁護士など）を加えることも必要になるかも

しれません。 
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7.  川﨑  和馬  氏、佐藤  しのぶ  氏、西田  岳司  氏  

        

  【提案】 

・サンドバイパス(宮崎港浚渫土砂リサイクル) 

・サンドバイパス(港湾離岸堤堆積土砂リサイクル) 

・養浜投入の工夫・箇所の選定 

・セットバック(緩傾斜護岸の撤去) 

・離岸堤の沈下放置、保安林の撤去 
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１．対策工法の名称 

 

 

 

２．対策工法の標準的な形態、事例等がありましたら教えてください（写真や図面などが

あればご提供ください。別紙でご提出いただいても構いません）。 

 

形のイメージ 
①港湾から宮崎海岸へのサンドバイパス 

②効率的な養浜のために、流れの上手側である北側を投入位置とす

る。 

③港湾離岸堤背後から県河川離岸堤背後へのサンドバイパス(陸

上：ブル) 

④沖向きの流れを利用した養浜土砂の投入(投入位置の選定) 

⑤サーフィン利用のために、サーフィン利用が盛んな場所（動物園

裏等）を投入位置とする。 

⑥一ツ葉有料道路前までのセットバック 

修復とか養浜という位置づけで緩傾斜護岸を撤去し、道路の前に

少しビーチをつくることができればよいと考える。護岸があると流

れが強く砂はつかない。護岸があると反射波も生じる。護岸がなけ

れば、砂が定着する効果が強まる。 

⑦一ツ葉有料道路からは、海が見えない。宮崎が観光を売りにして

いるのであれば、離岸堤は嵩上げせずに自然に沈めておく、また、

緩傾斜護岸の撤去や有料道路の海側の松林の撤去を考えたらどう

か。海が見えるようにベンチを置くなりすれば観光客も集まるので

はないか？ 

主な材料 － 

標準的な規模 高さ：－ 

幅・奥行き：－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

養浜（サンドバイパス、投入方法、投入箇所）、セットバック 

事例①（場所：－                             ）

 

事例②（場所：－                             ）

 

上の事例を用いた結果、現状はどうなったか。 

 

※ヒアリングの内容を踏まえて事務局で作成。
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３．提案する対策工法が持つ機能に○を付けてください。 

 

機能 

(  ) 波の力を弱める 

(  ) 砂の動きを弱める(岸沖方向：宮崎海岸では主に東西方向)

(  ) 砂の動きを弱める(沿岸方向：宮崎海岸では主に南北方向)

( ○ ) 砂浜・砂丘の後退を防ぐ 

( ○ ) その他 

 

 

４．上記で○を付けた機能について、提案された対策工法が機能を発揮する仕組み（メカ

ニズム）がわかっていましたら教えてください。 

またこれらを示す資料（論文、実験結果、現地写真等）や情報をお持ちの場合は教えてく

ださい（別紙でもかまいません）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．宮崎海岸において提案された対策工法が効果を発揮できる具体的な場所について、お

考えがあれば教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

(例：河口付近、現在砂浜がある場所、水深●m 程度まで 等) 

                                                                           

                                        

①、②：宮崎海岸で生じている南への土砂移動を考えれば、大炊田など、北側への養

浜投入を考えるのが自然な考え方。 

③：堆積箇所→浜の少ない箇所。そのまま陸送可能で、距離が短く施工が容易。 

④：侵食は全体的に進んでいるが、サーファーは、地形がよく波がたつポイントを知っ

ており、そういう場所の位置は昔からあまりかわらない。近くに潮目(沖向き流れ)

があるからではないかと思う。そういう知見を生かせば効果的な養浜ができるのでは

ないか。 

⑤：サーフィン利用が盛んな箇所に養浜投入すれば、波が立つ地形が形成されやすい。

土砂量を供給する。 

1km

一
ツ
瀬
川

石
崎
川

宮崎港一ツ葉
PA

ｼｰｶﾞｲｱ
IC

住吉IC

⑤

③

①

② 

 ④ 
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６．提案された対策工法の波・流れ等に対する安定性、海水等に対する耐久性がわかって

いましたら教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．提案された対策工法が環境や利用へ与える影響（良い点、悪い点）があれば教えてく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安定性について 

（どの程度の外力まで、施設の形（機能）が保たれるか など） 

 

 

 

 

 

 

耐久性について 

（材料の摩耗や劣化 など） 

 

 

 

 

 

 

・自然の砂の流れを利用した方法である。 

・養浜し、砂が増えた箇所はサーフィンの利用が盛んになる。 
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８．提案された対策工法について、その他ご提供いただける情報がありましたら、ご記入

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪ 自 由 記 入 ≫ 

・事業者や地元、事業を求めている人、サーファー、市民など、みなが納得する新たな

やり方でやっていってほしい。養浜など、今の宮崎海岸の進め方はかなり斬新だと思う。

 

・市民談義所でも砂浜が重要だという理解は一致しているのではないか？養浜が重要だ

と考えている。 

 

・(移住してきたので)昔の状況を知っているわけではないが、自分の知る限りでは、一

ツ葉の砂はもともと目が粗い粒だったように思う。委員会では礫の方が動きにくいとい

う認識だが、礫の方が粒が大きいので水圧を受けて動きやすいのではないか。 

 

・養浜などにより、砂浜が出来たら、緩傾斜護岸や離岸堤を試験的に撤去出来ないか？

・緩傾斜護岸の撤去などにより、少しでもセットバック出来ないか？ 
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8.  倉爪  徹  氏  

 

【提案】 

・ダムの移設、河川のバイパス化、河川の通常流量の増加による土砂供給増の促進 
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岩瀬ダム大淀第一ダム

高岡ダム

第二調整池ダム

岩
瀬
川

城ノ下川

戸
崎
川

大
淀
川

大淀川

宮崎空港

宮崎港

宮崎海岸

支川から海域

へ直接流す


